









































































































性と合目的性に関しても，研究されている」( Bruno Moll, Probleme der



















































































princeを必要とする」(Richard A. Musgrave,1910-　，A Brief History of
Fiscal Doctrin, in : Handbook of Public Economics, vol.1, ed. by Alan Ｊ.



















1964, Das Arbeiterprogramm, 1863, in : Ferdinand Lassalle, Gesammelte Reden




























































































したのであ」(Ursula Ｋ. Hicks, British Public Finances, their Structure and

































































































経費より，優位に立っていたのである」(Jurgen Kohl, Staatsausgaben in



































































































































































































れたところである(Finanztheoretische Untersuchungen, nebst Darstellung und
Kritik des Steuerwesens Schwedens, Jena 1896｡ 池田浩太郎・杉ノ原保夫・池田浩
史共訳・ヴィクセル『財政理論研究』千倉書房，平成７年。とくにその第２論考参
照）。
　かれらは，肥大しすぎた公共部門が，国民経済全体の活力を衰弱化（経
済効率を低下）させる点を反省する。さらにかれらは，尨大となった公共需
要のもつ，（失業者減少効果などへの）国民経済的有効性を疑問視，ないしは
限定されたケースのみに，その妥当性をみとめる。むしろかれらは，一般
的には高福祉高負担といったものの，経済活動への意欲などにたいする悪
作用に注目するのである。かくしてかれらは，むしろ自由放任的資本主義
部門の維持拡大による，国民経済活動の活性化を提唱することになった。
　かれらは，一方では，経費を，その支出による直接的経済成果との関連
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から考える。他方では，経費を，それを負担する納税者国民の利害との関
連から検討する。両者から帰結される所は，いずれも経費の膨脹傾向を何
らかの形で抑えること，の重要性や有効性を訴えることであった。
　現実の世界でも，1960年代まではフィスカル・ポリシー的経費膨脹政策
が，経済の安定成長に有効なものとして推進されてきた。しかし，第１次
・第２次オイル・（価格）ショックを経験する1970年代を通じて，漸次この
政策の有効性には疑問が生じてきた。その対策の結果としての経費増大，
財政赤字の累積にもかかわらず，失業とインフレ傾向の併存（スタグフレー
シヨン）を，克服することが困難となったからである。
　1980年代に入ると，現実政策の面でも，経済の安定（成長）のための財政
再建（健全化）の意味が，改めて見直されるようになった。列強の多くは，
現実の財政政策を，反「ワーグナー法則」的，「小さな効率的政府」的方向
に転換させてきたのである。　レーガノミックス（米），サッチャー主義
（英），コールの政策（独），中曽根民活（日），がその例である。
　これらの政策転換は，財政再建的意味では，1980年代後半には若干の成
果を収めたようにも見えた。
　ただし，ソ連，東欧の共産主義諸国の崩壊後の1990年代に入ると，この
方向転換の経済政策的有効性には,再び疑問が生ずるような現実的事態も，
発生しているようにも思われる。
　経済的側面で1990年代を特徴づける最重要なものは，国際協調の空前絶
後とも思えるほどの尊重である。そして，世界経済全体の安定成長の視点
からする，列強のわが国への内需拡大的財政政策の採用-「大きな政
府」的措置の採用-への圧力なども，その一例であった，と考えてよい
かも知れないであろう。
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